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1.概要 

現在，海水温上昇によって様々な生物の生態に大きな影響が与えられている。そこで褐虫

藻と共生しているタコクラゲにどのような影響が及ぼされるのかを調べるために研究を行

った。その結果，海水温が低温であるよりも高温であるほうがタコクラゲに悪影響が及ぼさ

れることが分かった。 
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2.背景 

小学生の頃，タコクラゲについて研究し

てから毎年採集・飼育を続けている。温室効

果ガスである二酸化炭素の増加などが引き

起こす海水温上昇で，タコクラゲも影響を

受けるのだろうかと思い，この研究を始め

た。 

3.タコクラゲとは 

刺胞動物門•鉢虫鋼•根口クラゲ目 

白い斑点が

特徴的な夏の

クラゲ。付属器

と口腕が 8 本

ある。傘の直径

は成体で 

10cm ほど。オレ

ンジや茶色，青色をし

ている。 

タコクラゲの体内

には褐虫藻という藻

が共生しており，そ

れが光合成を行うこ

とで生成した栄養を

タコクラゲに与えている。タコクラゲはこ

の与えてもらった栄養と動物性プランクト

ンを食べることで得た栄養で生きている。 

4.実験方法 

和歌山県沿岸でタコクラゲと海水を採集 

して全く同じ水槽を 3 つ用意し，全てにフ

ィルターとエアーを設置した。 

A 水槽は冷却ファンを，B 水槽は何も設

置せず，C 水槽はヒーターを設置して海水

温を A25℃，B30℃，C35℃に設定した。そ

して各水槽で 5 匹ずつ，9/14 から 10/14 ま

での 31 日間飼育した。 

全てのタコクラゲの個体判別ができるよ

うにして，傘の直径と 1 秒あたりの拍動回

数を個体別に，水槽内の藻の生え具合を水

槽別に毎日観察した。 

5.予想 

A25℃で飼育しているタコクラゲが 1 番

早く消滅するのではないか。なぜなら，タコ

クラゲは夏のクラゲで低い海水温には慣れ

ていないと考えたから。 

C35℃の水槽が 1 番藻は生えやすいので

はないか。気温が高いと植物が多いのと同

じように周りの温度が高い方が生えやすい

と考えたから。 

6.結果 

6-1 傘の直径  

・A25℃ 

全個体が 22～30 日間しか生きることが
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できなかった。実験開始から 11 日間は成長

している個体が多いが，それ以降は傘の直

径が徐々に小さくなっている。(図３) 

 
 

・B30℃ 

大きさが急激に変化する個体は少なく，

全個体が 31 日間以上生きた。何度も傘の直

径の長さの順位が入れ替わったり並んだり

している。(図４) 

 
 

・C35℃ 

全個体が 7～11 日間しか生きられなかっ

た。実験開始の 4 日後頃から全個体の傘の

直径が急激に小さくなっている。(図５) 

 
 

6-2 1秒あたりの拍動回数 

どの海水温でも，傘が大きくなるまたは

弱ると拍動の速さと拍動回数は落ちた。 

6-3 水槽内の藻 

実験開始から 5 日後にはすべての水槽に

藻が生えだした。生えだした当初の藻の量

は B30℃＞A25℃＞C35℃だったが，生えだ

した5日後にはA25℃＞C35℃＞B30℃にな

った。 

水槽に生えた藻を顕微鏡で観察すると，

生えていた藻はタコクラゲの体内から出て

きた褐虫藻であると分かった。A25℃の藻

は原形があるが静止しており，B30℃の藻

はウジャウジャと動いていた。しかし

C35℃は丸い原形がなく溶けていた。(図６) 

 

 

6-4 消滅過程 

・A25℃ 

付属器がちぎれ，傘が破れるまたは小さ

くなったのちに消滅。(図７) 

 

図 3. 25℃における各個体の傘の直径 

図4. 30℃における各個体の傘の直径 

図 5. 35℃における各個体の傘の直径 

図 6. 各水槽の藻の様子 

図 7. 25℃における消滅のモデル 



・C35℃ 

付属器がちぎれ，傘と口腕が分裂したの

ちにそれぞれ消滅。(図８) 

 

 

7.考察 

これまでの実験を踏まえて以下のように

考察する。褐虫藻も含めてタコクラゲに適

した海水温は，30℃である。これはタコクラ

ゲを採集した海の表面温度が 30℃前後であ

ったため，最も自然の環境に近かったから

だと考える。 

25℃でタコクラゲが弱ったのは，夏のク

ラゲだから低温に慣れていない，水槽内の

藻の量が多いことから褐虫藻が体内から出

ていきやすく栄養不足になったからだと考

えられる。 

35℃だとタコクラゲはすぐに弱り，消滅

してしまった。消滅過程から考えても口腕

と傘が分裂してしまうと，少しずつ小さく

なるよりも早く生命活動が停止してしまう。

さらに褐虫藻が溶けてしまったことからタ

コクラゲに加えて褐虫藻にとっても悪影響

があると考えられる。 

8.生物としてのタコクラゲの可能性 

もし，タコクラゲが海水温上昇について

いくことができなかったら，絶滅するだろ

う。その場合クラゲを捕食する生物たちに

も影響が及ぼされると考えられる。 

一方，絶滅しなかった場合は生息域が変

化すると考えられる。例えば北上したり南

下したり，もしくは深海へ向かうかもしれ

ない。そうなれば，その新たな生息域に合わ

せて進化する可能性もある。 

9.今後の活動 

今回タコクラゲや褐虫藻に影響を与える

と分かった海水温上昇は，二酸化炭素の増

加によって現在も進行中である。同じく二

酸化炭素の増加によって現在問題となって

いるのが海洋酸性化である。海洋酸性化と

は大量の二酸化炭素が海に溶け込むことで

ある。これによって，貝殻やウニの殻に含ま

れている炭酸カルシウムが減少してしまい，

貝やウニが成長できなくなってしまう。 

タコクラゲにも炭酸カルシウムが含まれ

ていると考えられており，タコクラゲにも

海洋酸性化によってどのような影響がある

のかをこれからは研究していきたい。 
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図 8. 35℃における消滅のモデル 


